
日
立
製
作
所
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
事
業
グ
ル
ー
プ

（
コ
ン
シ
）
で
は
、
業
績
低
迷
の
た
め
Ａ
Ｖ
事

業
再
建
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
事
業
所
で

は
、
２
月
の
従
業
員
説
明
会
で
事
業
部
長
が
「
筋
肉

体
質
に
す
る
」
と
言
っ
て
、
突
然
、
転
勤
・
出
向
・

転
属
を
伴
う
大
量
の
人
員
削
減
計
画
を
発
表
し
た
た

め
、
驚
き
と
不
安
が
い
っ
ぺ
ん
に
労
働
者
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
計
画
の
内
容
は
４
つ
の
個
別
施
策
と

共
通
施
策
で
所
員
約
９
５
０
名
、
「
富
士
通
日
立
プ

ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
施
策
と
「
東
海
テ
ッ
ク
」

施
策
で
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
約
３
０
０
名
の
大
規
模

異
動
で
す
。

労
組
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
事
業
業
種
本
部
（
東
海
支

部
・
横
浜
支
部
・
岐
阜
分
会
・
本
社
支
部
）
に
会
社

か
ら
申
入
れ
さ
れ
た
詳
細
内
容
、
経
営
審
議
会
の
内

容
、
労
組
か
ら
の
質
問
と
会
社
回
答
を
、
労
組
が
組

合
員
全
員
に
配
ら
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
概

要
し
か
わ
か
ら
ず
、
不
安
が
増
大
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
責
任
を
取
ろ
う
と
し
な
い
（
コ
ン
シ
）
経
営
陣

の
責
任
と
謝
罪
を
求
め
る
声
が
一
気
に
わ
き
上
が
り
、

申
入
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
労
組
執
行
部
の
方
針

に
反
対
し
た
評
議
員
区
も
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
リ
ス
ク
型
経
営
へ
の
転
換
に
向
け
た
約
５
０
０

名
の
異
動
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
２
０
０
８
年
上
期
中
を

目
途
に
実
施
す
る
予
定
」
の
た
め
具
体
的
な
内
容
が
全

く
わ
か
ら
ず
、
誰
が
い
つ
異
動
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い

状
態
で
あ
り
、
大
量
の
人
員
削
減
で
（
コ
ン
シ
）
業
績

が
本
当
に
改
善
さ
れ
る
の
か
を
心
配
す
る
声
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ＨＤＤ事業の黒字化に事業の再編

と固定費の削減等なりふりかまわぬ

「リストラ」を進める日立ＧＳＴ

（日立グローバルストレージテクノ

ロジーズ）。小田原の主力であった

ディスクの中国・深センへの移管・

生産中止、これに伴う大量の転籍や、

系列子会社への出向等が激しく行わ

れています。

昨年末 同業他社を渡り歩き日立

ＧＳＴに招聘(しょうへい)された米

国人幹部によるコストカットの実績

を「小田原の皆さんに直接話したい」

との紹介ではじまり、スクリーンに

映し出されたグラフを背に英語での

スピーチがなされました。通訳役の

「オーバーフローしそうだ」の冗談

を交えた話によると、強行施策によ

る原価低減と同業他社での実績を披

露したものでした。他社の手の内を知った話

でそれなりのものがありました

が、最後の「皆さん愛社精神を

持って事にあたってください」

にはあきれてしまいました。

職場ではあんな奴に｢愛社精神｣

など言われたくね～よなの声も。

米国人幹部による非情な｢リスト

ラ｣に片道切符で職場を追われ

る労働者、これが米国流の容赦

ないコストカッターの姿なので

しょう。

＜発行＞
２００８年４月
第１５７号

日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

あいつぐリストラ策に不安と怒りの声

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

会社は「業績悪化」を理由に、経営基盤

の強化策を迅速に展開することを発表しま

した。その柱は「適正人員化による固定費

の低減」―要するに人減らしであり、201

0年度までにグループ総人員を現在の90％

まで削減するとしています。

日立から分社化してＨＩＣ（日立インダ

ストリーズ）になった時も、四社統合でＨ

ＰＴ（日立プラントテクノロジー）になっ

た時も、会社はその効果を執拗に強調して

きました。しかし、現実にはシナジー効果

も、社員のモチベーションもさっぱり上が

らず、挙句の果てが「業績悪化」で定番の

人減らしリストラの強行です。

職場では「何かというと、すぐに人減ら

しをやるけど、他に能はないのか」「だい

たい業績悪化の責任は幹部がとるのが本当

だろう」などという声に交じって「分社化

とか、四社統合はいったい何だったんだ」

という声さえ聞かれます。

容
赦
な
い
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー

経
営
陣
の
責
任
と

謝
罪
を
求
め
る

人
減
ら
し
の
他
に
能
は
な
い
の
か

日立プラントテクノロジー（土浦） 日立グローバルストレージ

テクノロジーズ（小田原）

日立コンシューマ事業グループ（横浜）

なくそう貧困、止めよう憲法改悪



★
業
績
が
良
く
な
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
上
が
ら
な

い
ん
だ
。

★
こ
ん
な
に
忙
し
く
働
い
て
も
あ
が
ら
な
い
ん
じ
ゃ
、

や
っ
て
ら
れ
な
い
。

★
千
円
じ
ゃ
賃
上
げ
の
実
感
は
な
い
。

★
こ
れ
ま
で
は
、
「
日
立
」
の
回
答
の
翌
日
の
午

前
11
時
に
期
限
付
き
回
答
を
求
め
て
い
た
の
に
、

一
週
間
も
後
退
し
て
は
、
間
延
び
し
て
白
け
て

し
ま
う
。

★
株
主
に
は
、
前
年
よ
り
増
配
す
る
の
に
、
儲
け

を
働
く
者
に
も
還
元
さ
せ
な
く
て
は
・
・
・
・
・

★
こ
ん
な
低
水
準
の
回
答
に
、
「
最
大
限
の
誠
意

あ
る
回
答
と
受
け
止
め
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
」
と
の
執
行
部
と
、
職
場
組
合
員
と

の
ギ
ャ
ツ
プ
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
の
か
。

★
も
う
か
っ
て
い
る
の
に
昨
年
よ
り
一
時
金
月
数

を
下
げ
ら
れ
た
。
日
立
と
子
会
社
の
経
営
者
の

言
う
こ
と
が
、
ウ
ソ
っ
ぱ
ち
だ
と
い
う
こ
と
が

良
く
わ
か
っ
た
。

★
派
遣
社
員
の
賃
金
や
ボ
ー
ナ
ス
も
上
げ
て
ほ
し

い
。
同
じ
よ
う
に
仕
事
し
て
る
ん
だ
か
ら
。

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
研
修

セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加

２
月
末
に
２
日
間
の
日
程
で

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
「
ラ
イ
フ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
」
「
自
己
選
択

の
重
要
性
」
「
現
在
の
自
分
の
棚

卸
し
」
「
職
場
生
活
に
お
け
る
わ

れ
わ
れ
の
貢
献
領
域
は
？
」
「
あ

り
た
い
姿
を
実
現
さ
せ
る
に
は
」

等
な
ど
を
Ｇ
ｒ
発
表
、
討
議
し
ま

し
た
。
要
す
る
に
己
を
知
り
、
惰

性
で
会
社
生
活
を
送
ら
ず
定
年
後

の
夢
を
持
っ
て
働
い
て
く
だ
さ
い
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

２
日
目
は
、
「
な
ぜ
長
期
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
が
必
要
か
」
「
国
と

会
社
の
制
度
」
「
家
庭
経
済
ワ
ー

キ
ン
グ
」
「
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
の
基

礎
知
識
」
を
も
と
に
長
期
家
計
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
現
在
の
年
齢
か

ら
70
歳
ま
で
の
家
庭
の
収
支
を
計

算
し
て
み
ま
し
た
。
参
加
し
て
い

た
組
合
執
行
部
の
役
員
は
、
60
歳

定
年
後
も
働
く
よ
う
だ
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
制
度
で
は
退

職
金
を
食
い
つ
ぶ
し
、
再
雇
用
で

も
収
入
は
半
減
し
ま
す
と
講
師
の

方
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
計
算
す

る
と
確
か
に
定
年
後
は
お
金
に
余

裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
義
理
は
り
が

あ
る
と
赤
字
に
な
り
ま
す
。Ｈ
Ｅ
Ｓ

「
意
識
改
革
」
と
は
？

社
内
の
講
演
で
講
演
者
が
年
頭

の
社
長
挨
拶
で
何
が
話
さ
れ
た
か

を
社
員
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
即

座
に
返
事
が
無
か
っ
た
と
の
こ
と

で
社
長
が
意
識
改
革
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
し
た
。
内
容
は
社
員
の
意

識
の
低
さ
に
驚
き
を
隠
せ
ず
、
檄

を
飛
ば
し
て
い
た
が
、
挨
拶
運
動

一
つ
取
っ
て
も
自
分
よ
り
職
制
が

上
の
者
に
は
挨
拶
を
す
る
が
、
下

の
者
に
は
挨
拶
を
し
な
い
人
が
多

い
会
社
の
体
質
で
は
“
意
識
改
革

だ
”
と
の
大
号
令
を
掛
け
て
も
浸

透
し
な
い
の
が
現
実
。
先
ず
は
上

に
立
つ
者
の
意
識
改
革
が
必
要
な

の
で
は
、
と
の
声
が
出
て
い
る
。

日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

や
っ
ぱ
り
現
金
が

い
い
の
だ
よ
ね
え
・
・
・

こ
の
４
月
か
ら
会
社
提
案
で
賃

金
支
払
い
（
給
料
日
）
が
、
こ
れ

ま
で
の
29
日
か
ら
25
日
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
世
間

一
般
で
は
賃
金
支
払
日
を
25
日
に

設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

ま
た
、
現
在
は
給
与
計
算
・
支
給

も
含
め
て
業
務
が
月
末
に
集
中
す

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
業

員
の
利
便
性
向
上
と
業
務
の
平
準

化
の
観
点
か
ら
と
の
会
社
の
説
明

で
す
。
「
今
頃
、
何
を
言
っ
て
る

ん
だ
」
「
強
制
的
に
銀
行
振
込
み

に
さ
せ
ら
れ
た
の
に
」
「
現
金
で

も
ら
っ
て
い
る
人
も
い
る
そ
う
だ
」

「
現
金
へ
の
変
更
用
紙
は
な
い
の

か
」
・
・
・
一
時
金
（
ボ
ー
ナ
ス
）

ぐ
ら
い
は
現
金
で
が
、
み
ん
な
の

思
い
の
よ
う
で
す
。

日
立
工
機

定
年
退
職
前
研
修

２
月
21
日
、
労
使
共
同
主
催
に

よ
る
初
め
て
の
「
定
年
退
職
前
研

修
」
が
行
わ
れ
た
。
08
年
度
に
定

年
を
迎
え
る
人
を
対
象
に
主
に
勤

労
か
ら
説
明
が
さ
れ
た
。
60
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て
行
う
手
続
き
。

60
歳
６
ヶ
月
の
定
年
時
に
行
う
手

続
き
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

一
人
一
人
の
退
職
金
・
年
金
の
試

算
額
と
退
職
金
の
所
得
税
無
税
限

度
額
。
所
得
税
と
の
関
係
で
第
一

年
金
・
第
二
年
金
を
年
金
で
も
ら

う
の
か
、
一
時
金
で
も
ら
っ
た
ほ

う
が
と
く
な
の
か
判
断
材
料
が
提

示
さ
れ
た
。
健
康
保
険
も
、
ル
ネ

サ
ス
特
例
退
職
健
保
に
加
入
し
た

場
合
19
年
度
の
保
険
料
は
月
７
，

１
５
０
円
と
の
こ
と
。
市
役
所
に

行
っ
た
と
き
に
国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
を
調
べ
て
、
退
職
ま
で
に

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
考
え
れ
ば
良
い
。

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を

教
え
て
も
ら
え
て
と
て
も
良
い
研

修
会
だ
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
付
加
え
る
な
ら
、

妻
が
年
金
を
も
ら
い
始
め
る
と
夫

が
も
ら
っ
て
い
た
加
給
金
が
廃
止

に
な
る
こ
と
の
注
意
も
し
て
お
い

た
ほ
う
が
親
切
だ
っ
た
か
な
と
思
っ

た
。

ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

出
退
勤
記
録
チ
ェ
ッ
ク

「
日
立
超
Ｌ
」
で
は
、
勤
休
管

理
シ
ス
テ
ム
の
出
退
勤
記
録
が
実

際
の
勤
務
時
間
と
ず
れ
て
い
る
人

が
多
い
と
の
事
で
、
記
録
を
全
て

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
全
社
員
に

指
示
が
出
さ
れ
た
た
め
、
ち
ょ
っ

と
し
た
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
何

せ
、
全
員
が
10
か
月
分
の
記
録
を

数
日
間
で
確
認
す
る
よ
う
に
と
の

事
だ
っ
た
の
で
、
確
認
作
業
の
た

め
に
残
業
を
し
た
り
、
果
て
は
徹

夜
に
近
い
人
ま
で
出
る
始
末
で
す
。

Ｐ
Ｃ
の
起
動
と
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン

の
記
録
を
ツ
ー
ル
で
集
計
し
、
そ

の
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
て
申
請
さ
れ
て
い
た
時
間
と

比
較
し
て
確
認
す
る
の
で
す
が
、

確
認
用
の
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
が

集
中
し
負
荷
が
か
か
り
す
ぎ
た
た

め
、
エ
ラ
ー
が
多
発
し
て
作
業
が

進
ま
な
い
人
が
大
勢
出
る
始
末
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
バ
グ
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
勤
務
時
間
を
き
ち
ん

と
管
理
す
る
の
は
良
い
事
だ
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
の
や
り
方
は
あ

ま
り
に
も
準
備
不
足
で
は
な
い
か
、

と
、
半
ば
あ
き
れ
気
味
の
意
見
が

多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

日
立
超
Ｌ

●耳と習慣

通勤や帰宅途中の電車の中や飛行機、車の中など、

様々な状況で音楽を聴いている人を目にしますが、見かける人の

ほとんどが若者が多いです。時には、周りの人にも聴こえてしま

うくらいの大音量で、音楽を聴いている人も見かけます。周りの

人に対する迷惑だけでなく、自分の耳にも良くないはずです。

最近、「耳鳴り」や「難聴」などの症状、「突発性難聴」や

「騒音性難聴」に悩まされる若者が増えているそうですが、治療・

再発を繰り返したりすると、治らなくなる事もあるそうです。毎

日、騒がしい場所や大音量で音楽を聴く習慣から、たまには、静

かな場所で、小さな音に触れるのも、耳にも心にも良いのではな

いかと、思います。

私自身は、音による難聴の経験はありませんが、飛行機の着陸

時に、気圧の急な変動で、１～２日ほど耳が聞こえ難くなり、耳

の痛みや頭痛などで苦しんだ事がありましたが、こんな

症状がずっと続くとなると、とても耐えられません。そ

うなる前に、習慣を見直す必要があると思います。
投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

08春闘回答に対する 職場の声


